
古川城跡　通路 5遠景・2～ 7号トレンチ遠景（東から）
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古川城跡　通路 5近景・2・3・6・7号トレンチ遠景（東から）

古川城跡　6号トレンチ調査終了状況（南から）
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古川城跡　3号トレンチ南側 D-D’断面層位（東から）

古川城跡　石垣・通路 5・2・3・7号トレンチ（東から）
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古川城跡　3号トレンチ北側 D-D’断面層位（東から）

古川城跡　5号トレンチ石垣 2調査終了状況（南から）古川城跡　3号トレンチ土留め石垣調査終了状況（南から）
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古川城跡　2号トレンチ B-B’断面層位（東から）

古川城跡　2号トレンチ B-B’断面層位（南東から）
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古川城跡　1号トレンチ検出状況（北から）

古川城跡　瀬戸美濃焼№9出土状況（南から）
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古川城跡　礎石建物 1遠景（東から）
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古川城跡　平坦地１調査終了状況（東から）

古川城跡　礎石建物 1近景（南から）
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古川城跡　礎石建物 1近景（北から）

古川城跡　礎石建物 1近景（北から）
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古川城跡　礎石 27 調査終了状況（南から）

古川城跡　　瀬戸美濃焼№29 出土状況（東から）
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古川城跡　13 号トレンチ N-N’断面層位（北から）古川城跡　14 号トレンチ G-G’断面層位（北から）

古川城跡　土師器皿№14 出土状況（南西から）古川城跡　金属製品№37（北から）

古川城跡　　天目茶碗№44 出土状況（東から）
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古川城跡　遠景（東から）

古川城跡　礎石 30 調査終了状況（西から）古川城跡　土坑 5断面層位（東から）

古川城跡　土坑 9断面層位（東から）古川城跡　石列 3調査終了状況（東から）
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小島城跡　1号トレンチ石垣 1調査終了状況（南から）
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小島城跡　1～ 3号トレンチ通路 3調査終了状況（西から）

小島城跡　1～ 3号トレンチ通路 3調査終了状況（北から）
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056

100

小島城跡　1～ 3号トレンチ調査終了状況（東から）

小島城跡　1～ 3号トレンチ通路 3調査終了状況（東から）
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小島城跡　1号トレンチ AA-AA’断面層位（東から）

小島城跡　1号トレンチ A-A’断面層位・1号トレンチ調査終了状況（東から）
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小島城跡　平坦地 1東側石垣（東から）

小島城跡　平坦地 2北側石垣（北から）
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小島城跡　5号トレンチ石垣 2・3検出状況（南から）
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小島城跡　4号トレンチ盛土遺構 6近景（北から）

小島城跡　4号トレンチ礎石 8・盛土遺構 6、5号トレンチ礎石 5調査終了状況（西から）
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小島城跡　遠景（南から）

小島城跡　4号トレンチ礎石 8　（東から）

小島城跡　5号トレンチ石垣 2、A-A’断面層位（西から）小島城跡　4号トレンチ盛土遺構 6近景（南から）
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野口城跡　1号トレンチ調査終了状況（南から）

野口城跡　1号トレンチ調査終了状況（北から）
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野口城跡　1・2号トレンチ調査終了状況（南から）

野口城跡　2号トレンチ調査終了状況（西から）
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野口城跡　北側土塁調査終了状況（南から）

野口城跡　SA162（SP76・77）調査終了状況（東から）
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野口城跡　畝状竪堀群調査終了状況（西から）

野口城跡　4号トレンチ土塁 A-A’断面層位（東から）
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野口城跡　遠景（南から）

野口城跡　土師器皿出土状況（西から）野口城跡　土師器皿№122 出土状況（北から）

野口城跡　SP75 断面層位（東から）野口城跡　西側土塁 B-B’断面層位（北から）
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0913-113

小鷹利城跡　礎石建物跡（北から）

小鷹利城跡　礎石建物跡（南から）
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小鷹利城跡　礎石建物跡（南西から）

小鷹利城跡　礎石建物跡（西から）
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小鷹利城跡　1号トレンチ調査終了状況（南から）

小鷹利城跡　1号トレンチ調査終了状況（北から）
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小鷹利城跡　2号トレンチ調査終了状況（南から）

小鷹利城跡　2号トレンチ調査終了状況（東から）
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小鷹利城跡　S9 検出状況（北から） 小鷹利城跡　S25 検出状況（北から）

小鷹利城跡　TR33 調査終了状況（南から）小鷹利城跡　TR30 調査終了状況（南から）

小鷹利城跡　SP67 調査終了状況（東から）小鷹利城跡　2号トレンチ A-A’断面層位（西から）

小鷹利城跡　2号トレンチ調査終了状況（北から）小鷹利城跡　TR46 調査終了状況（南から）
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図版 31

小鷹利城跡　遠景（北から）

小鷹利城跡　畝状竪堀群（西から）

図版 31



向小島城跡　SV69 石垣調査終了状況（南から）
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向小島城跡　2号トレンチ調査終了状況（西から）

向小島城跡　1 号トレンチ調査終了状況（南から）
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向小島城跡　SV69石垣調査終了状況（南から）

向小島城跡　土師器皿№182・瀬戸美濃焼№183出土
状況（南から）

向小島城跡　SD67 断面層位（南から）

向小島城跡　SP65断面層位（東から）向小島城跡　石垣 SV69A-A’断面層位（東から）
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向小島城跡　遠景（西から）

向小島城跡　畝状竪堀群（北から）
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古川城跡　出土遺物（１）

小島城跡　出土遺物

古川城跡　出土遺物（３）古川城跡　出土遺物（２）

1

4

29
7

5

10

33

4140

27

16
13

58

525135
4438

11

37

7473

7170

5553
69

6864
66

63

59

7756

50

3

914

図版 36
図版 36



向小島城跡　出土遺物（２）向小島城跡　出土遺物（１）

野口城跡　出土遺物（２） 小鷹利城跡　出土遺物
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【史料 1-2】大般若波羅蜜多経　第 600巻奥書 寿楽寺所蔵

【史料 1-1】大般若波羅蜜多経　第 511巻奥書
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【史料 2-2】天正 17 年金森可重定書（包紙上書）

図版 39

【史料 2-1】天正 17 年金森可重定書

飛驒市所蔵

図版 39



【絵図 1-1】池田家本　飛驒国絵図

図版 40

岡山大学附属図書館所蔵

図版 40



【絵図 1-2】池田家本　飛驒国絵図（古川・高山盆地周辺拡大）

【絵図 1-3】池田家本　飛驒国絵図（宮川・高原川下流域拡大）
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【絵図 1-4】池田家本　飛驒国絵図（萩原・下呂周辺拡大）

【絵図 1-5】池田家本　飛驒国絵図（美濃国境付近拡大）
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【絵図 2-1】日本六十余州国々切絵図　飛驒国

図版 43

秋田県公文書館所蔵

図版 43



【絵図 2-2】日本六十余州国々切絵図　飛驒国（古川・高山盆地周辺拡大）

【絵図 2-3】日本六十余州国々切絵図　飛驒国（宮川・高原川下流域拡大）
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【絵図 2-4】日本六十余州国々切絵図　飛驒国（萩原・下呂周辺拡大）

【絵図 2-5】日本六十余州国々切絵図　飛驒国（美濃国境付近拡大）
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【絵図 3-1】陸軍参謀本部陸地測量部　五万分の一地形図　飛驒古川（小島城跡周辺拡大）

【絵図 3-2】陸軍参謀本部陸地測量部　五万分の一地形図　飛驒古川（古川城跡周辺拡大）

図版 46

古川城跡

増島城跡

百足城跡

小島城跡

下北城跡

図版 46



【絵図 3-3】陸軍参謀本部陸地測量部　五万分の一地形図　飛驒古川（野口城跡周辺拡大）

【絵図 3-4】陸軍参謀本部陸地測量部　五万分の一地形図　飛驒古川（向小島城跡・小鷹利城跡周辺拡大）
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野口城跡

岡前館跡

小鷹利城跡

向小島城跡

城見寺城跡
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【写真 1】米軍航空写真（小島城跡周辺　昭和 23 年撮影）

図版 48

小島城跡

図版 48



【写真 2】米軍航空写真（古川城跡周辺　昭和 23 年撮影）

図版 49

古川城跡

図版 49



【写真 3】米軍航空写真（野口城跡周辺　昭和 23 年撮影）

図版 50

野口城跡

図版 50



【写真 4】米軍航空写真（向小島城跡周辺　昭和 23 年撮影）

【写真 5】米軍航空写真（小鷹利城跡周辺　昭和 23 年撮影）

図版 51

向小島城跡

小鷹利城跡

図版 51



【絵図 4-1】小島城絵図（『飛州志』）

【絵図 4-2】蛤（古川）城絵図（『飛州志』）

図版 52

飛騨高山まちの博物館所蔵

飛騨高山まちの博物館所蔵

図版 52



【絵図 4-3】向小島城絵図（『飛州志』）

【絵図 4-4】黒内（小鷹利）城絵図（『飛州志』）

図版 53

飛騨高山まちの博物館所蔵

飛騨高山まちの博物館所蔵

図版 53



【絵図 5-1】（天保度一村限山絵図写）吉城・信包村
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岐阜県歴史資料館所蔵

図版 54



【絵図 5-2】（天保度一村限山絵図写）吉城・信包村（向小島城跡付近拡大）

【絵図 5-3】（天保度一村限山絵図写）吉城・信包村（小鷹利城跡付近拡大）
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【絵図 6-1】（天保度一村限山絵図写）吉城・笹ヶ洞村

図版 56

岐阜県歴史資料館所蔵

図版 56



【絵図 7-1】（天保度一村限山絵図写）沼町耕地山林絵図 岐阜県歴史資料館所蔵
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【絵図 6-2】（天保度一村限山絵図写）吉城・笹ヶ洞村（向小島城跡付近拡大）

【絵図 7-2】（天保度一村限山絵図写）沼町耕地山林絵図（小島城跡付近拡大）

図版58図版 58



【絵図 8-2】（天保度一村限山絵図）吉城・小鷹利郷・稲越村（小鷹利城跡付近拡大）

図版 59

【絵図 8-1】（天保度一村限山絵図）吉城・小鷹利郷・稲越村 岐阜県歴史資料館所蔵

図版 59



【絵図 9】吉城郡黒内村信包村古城跡論所裁許状写付属絵図

図版 60

岐阜県歴史資料館所蔵

図版 60



【絵図 10-1】文化 9年太江村絵図

【絵図 10-2】文化 9年太江村絵図（小島城跡付近拡大）

図版 61

飛驒市所蔵

図版 61



【絵図 11-1】天保 9年高野村絵図

図版 62

飛驒市所蔵

図版 62



【絵図 12-1】天保 15 年黒内村絵図

図版 63

飛驒市所蔵

図版 63



【絵図 11-2】天保 9年高野村絵図（古川城跡付近拡大）

【絵図 12-2】天保 15 年黒内村絵図（小鷹利城跡付近拡大）

図版 64図版 64
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（
飛
驒
市
蔵
）  

〔
史
料
概
要
〕『
岐
阜
県
史
』
に
お
い
て
「
熊
崎
喜
右
衛
門
氏
所
蔵
文
書
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
り
、
近
年
飛
驒
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
包
紙
上
書
の
「
閑

公
様
御
判
」
と
い
う
記
載
か
ら
金
森
可
重
が
交
付
し
た
定
書
と
伝
わ
る
が
、
黒

印
の
印
字
は
判
読
で
き
な
い
。
史
料
は
本
紙
と
包
紙
が
同
じ
巻
子
に
表
装
さ
れ

る
。
本
紙
の
大
き
さ
は
縦
二
九
・
七×

横
四
五
・
七
㎝
で
あ
り
、
包
紙
の
大
き

さ
は
縦
四
〇
・
〇×

横
二
六
・
七
㎝
で
あ
る
。
な
お
、
堀
祥
岳
は
包
紙
上
書
の

う
ち
「
忍
屋
喜
右
衛
門
」「
享
保
六
辛

丑

六
月
上
包
箱
に
入
ル
、
藤
左
衛
門
」
の
部

分
は
忍
屋
喜
右
衛
門
に
よ
る
追
筆
、「
利
忠
」
は
そ
れ
以
降
の
補
筆
と
推
定
し
て

い
る
（
堀
祥
岳
二
〇
一
五
ｃ
）
。 

 

〔
綱
文
〕
天
正
十
七
年
三
月
二
八
日
、
金
森
可
重
が
古
川
の
商
町
に
定
書
を
交
付

す
る
。
商
い
を
行
う
場
が
増
島
城
下
に
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
増
島
城

や
城
下
町
が
機
能
し
て
い
た
可
能
性
を
示
す
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例
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一
、
関
連
資
料
と
し
て
、
姉
小
路
氏
・
三
木
氏
関
連
の
系
図
を
掲
げ
る
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一
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実
隆
公
記
』（
高
橋
隆
三
編
一
九
九
三
『
実
隆
公
記

巻
３
下
』
続
群
書
類

従
完
成
会
） 

・『
尊
卑
分
脈
』（
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
集
会
編
二
〇
〇
二
『
新
訂
増
補
国

史
大
系
第
五
九
巻

尊
卑
分
脈
第
二
編
』
吉
川
弘
文
館
（
一
九
五
九
第
一

版
）） 

・『
系
図
纂
要
』（
宝
月
圭
吾
・
岩
沢
愿
彦
監
修
一
九
七
三
『
系
図
纂
要

第
五

冊
』
名
著
出
版
） 

・『
飛
州
志
』（
岡
村
利
平
編
一
九
〇
九
『
飛
州
志
』
住
伊
書
店
（
長
谷
川
忠
嵩

『
飛
州
志
』(

享
保
年
間)

）
） 

 

一
、
系
図
の
人
物
は
、
本
書
の
第
３
章
に
お
い
て
調
査
対
象
と
し
た
年
代
の
前
後

の
人
物
を
中
心
に
抜
粋
し
た
。 

 

一
、
系
図
の
親
族
関
係
や
記
載
の
有
無
等
は
各
出
典
の
史
料
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
る
が
、
本
書
で
は
歴
史
的
な
検
討
に
よ
る
推
定
を
加
え
ず
、
史
料
の
表
記
内

容
に
従
っ
た
。 

 

一
、
転
記
誤
り
と
想
定
さ
れ
る
表
記
は
修
正
し
、（

）
で
示
し
た
。 
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（
六
〇
〇
巻
）
（
史
料
一
覧
番
号
394
） 

「
天
正
十
年
壬
午
十
月
廿
六
日
丑

尅
（
刻
）

ニ
、
江
馬
方
小
島
城
下
取
詰
處

ニ
、
取
合
ニ
付
而
、
不
及
戰
荒
木
地
へ
引
退
、
然
處
翌
日
午
尅
ニ

訅
庵
、
三
ヶ
所
之
人
數
押
寄
、
申
時
ニ
及
合
戰
、
酉

尅
（
刻
）

ニ
輝
盛

（
江
馬
）

討

死
、
其
外
一
家
長
衆
數
多
戰
亡
、
則
廿
八
日
卯
尅
ニ
高
原
へ
時
光

（
小
島
）

打

入
、
諏
訪
城
無
相
違
則
之
、
其
節
此
經
幷
大
鐘
負
來
之
、
宮
谷
寺

置
之
、
何
法
寶
如
此
哉
、（
後
略
）」 

（
寿
楽
寺
蔵
）  

〔
史
料
概
要
〕
寿
楽
寺
は
曹
洞
宗
で
飛
驒
市
古
川
町
太
江
に
所
在
。
大
般
若
経
の

書
写
は
大
治
五
年
か
ら
始
ま
り
保
元
四
年
に
終
え
た
と
あ
る
（
二
九
巻
奥
書
）
。

元
々
は
郡
上
長
滝
寺
僧
侶
が
川
上
荘
の
新
宮
社
に
納
め
、
天
文
年
間
ご
ろ
ま
で

は
同
所
に
所
在
し
た
が
、
そ
の
後
い
ず
れ
か
の
段
階
で
高
原
郷
に
移
さ
れ
た
。

天
正
十
年
、
八
日
町
の
戦
い
の
直
後
に
小
島
時
光
が
高
原
郷
へ
討
入
っ
た
際
に

分
捕
っ
て
宮
谷
寺
に
寄
進
し
た
と
あ
り
（
六
〇
〇
巻
奥
書
）
、
そ
の
後
寿
楽
寺
に

伝
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
、
姉
小
路
氏
や
古
川
盆
地
に
関

連
す
る
二
項
目
の
記
事
を
掲
載
す
る
。 

 

〔
綱
文
〕 

（
五
一
一
巻
）
天
文
九
年
八
月
、
三
木
新
九
郎
が
東
美
濃
へ
出
兵
し
、
米
田
嶋
城
・

野
田
城
等
の
三
城
を
落
と
す
。
こ
の
戦
い
に
は
三
ヶ
所
（
姉
小
路
三
家
か
）、

広
瀬
、
高
原
（
江
馬
）
よ
り
百
・
二
百
の
兵
が
合
力
し
た
た
め
、
十
月
に
三
木

直
頼
が
「
三
ヶ
所
」
を
礼
に
尋
ね
、
広
瀬
・
高
原
へ
も
贈
り
物
を
し
た
。 

 

（
六
〇
〇
巻
）
天
正
十
年
月
二
六
日
、
江
馬
軍
が
小
島
城
下
に
取
り
詰
め
る
。
仲

裁
に
よ
っ
て
合
戦
に
及
ば
ず
一
旦
荒
木
へ
退
く
。
翌
二
七
日
、
「
訅
庵
（
三
木

自
綱
）
」・「
三
ヶ
所
（
古
川
盆
地
の
勢
力
か
）
」
の
軍
勢
が
押
し
寄
せ
て
戦
い
に

及
ぶ
。
江
馬
輝
盛
が
討
死
し
、
そ
の
他
家
臣
が
多
く
戦
死
す
る
。
二
八
日
、
小

島
時
光
が
高
原
郷
へ
攻
め
入
り
、
諏
訪
城
を
落
城
さ
せ
る
。
こ
の
大
般
若
経
と

大
鐘
を
分
捕
り
、
宮
谷
寺
に
納
め
る
。 

 

史
料
Ｓ

金
森
可
重
定
書
（
図
版
39
）（
史
料
一
覧
番
号
442
） 

一 

諸
や
く
め
ん
き
よ
せ
し
む
る
事 

一 

い
か
様
の
う
り
物
成
共
、
み
せ
て
を
き
令
売
買
之
事
。 

一 

お
し
か
い
、
お
し
う
り
の
や
か
ら
在
之
ハ
、
き
ゝ
出
次
第
双
方
せ
い
ば
い
す

へ
き
事 

右
条
々
不
可
有
相
違
所
如
件 

天
正
十
七 

 

三
月
廿
八
日
（
黒
印
） 

（
包
紙
ウ
ハ
書
） 

湯
か
い
、
ち
や
う
す
仕
可
奉
奉
候
。
代
々
商
ノ
家
と
被
存
候
。
末
々

も
商
人
可
然
候
。 
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右
両
所
為
寺
領
進
候
、 

慶
長
十
四
年
七
月
廿
五
日

可
重
在
判 

（
照
蓮
寺
文
書
）  

史
料
Ｐ

金
森
可
重
知
行
充
行
状
写

（
史
料
一
覧
番
号
477
） 

（
前
欠
） 

一
五
拾
石

北
村
之
内

古
河
之
内
小
嶋
所
左
衛
門
尉
分 

一
三
拾
七
石
六
斗

西
門
前

荒
木
之
内
佐
藤
甚
兵
衛
分

 

一
拾
弐
石
四
斗
四
升

寒

佐
藤
甚
兵
衛
分

村

 

合
参
百
石
者 

右
所
領
宛
行
畢
、
全
可
令
知
行
者
也
、 

慶
長
拾
七
年
菊
月
廿
八
日

可
重
（
花
押
影
） 

金
森
茂
兵
衛
殿 

（
日
根
野
吉
寿
氏
所
蔵
文
書
）  

史
料
Ｑ

金
森
可
重
知
行
充
行
状
写
（
史
料
一
覧
番
号
479
） 

百
石
也

先
知
行
分 

百
石
也

大
村
之
分 

合
弐
百
石
也
、 

右
領
地
宛
行

事
（
畢
）

、
全
可
令
領
知
者
也
、 

慶
長
十
九
年
九
月
朔
日

可
重

（
金
森
）

花
押 

槌
打
作
平
殿 

（
加
藤
周
左
衛
門
氏
所
蔵
文
書
）  

史
料
Ｒ

大
般
若
波
羅
密
多
経
奥
書
（
図
版
38
） 

（
五
一
一
巻
）
（
史
料
一
覧
番
号
259
）

「
天
正
九
季
庚

子

三
木
新
九
郎
殿
濃
州
土
岐
殿
江
出
頭
、
東
美
濃
米
田
嶋
城
・
野

田
城
、
同
日
ニ
城
三
ッ
落
居
候
而
被
罷
通
、
隣
国
覺
無
比
類
候
間
、
三
ヶ
所

廣
瀬
・
高
原
ヨ
リ
、
人
数
百
、
二
百
宛
合
力
候
間
、
其
為
禮
義
、
三
木
右
衛

門
尉
殿
直
頼
十
月
出
国
候
而
、
三
ヶ
所
江
御
越
候
而
、
数
日
滞
留
候
間
、
御

家
来
衆
へ
も
悉
酒
を
作
り
ノ
マ
セ
候
、
三
ヶ
所
廣
高
へ
も
、
兵
庫
樽
五
十
荷

ッ
、
御
持
参
候
也
、
如
此
新
左
衛
門
尉
殿
直
弘
家
督
相
續
候
時
書
之
、
十
月

廿
二
日

」
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（
今
見
文
書
）  

史
料
Ｍ

金
森
素
玄
知
行
目
録
写
（
史
料
一
覧
番
号
438
） 

令
扶
助
所
ゝ 

一
八
拾
石

川
上
之
郷
神
宮
村
之
内 

一
七
拾
三
石
五
斗
壱
升

小
八
賀
う
り
田
村 

一
卅
石
八
斗
四
升

高
原
之
内

山
之
村
之
内
う
つ
ほ
村 

一
九
石
六
斗
七
升

同

所

本
郷
之
内
か
ん
な
た
村 

一
五
石
九
斗

同

所

下
條
村
之
内 

合
弐
百
石
餘
、 

但
山
林
幷
用
木
除
之
、 

右
全
可
知
行
之
状
如
件
、 

天
正
拾
五 

十
二
月
十
三
日 

素
玄

（
金
森
長
近
）

（
花
押
） 

長
屋
喜
兵
衛
殿 

（
池
上
謙
二
氏
所
蔵
文
書
） 

 

史
料
Ｎ

金
森
素
玄
知
行
充
行
判
物
写

（
史
料
一
覧
番
号
466
） 

広
瀬
之
内 

百
石

多
田
少
左
衛
門
分 

五
拾
石

遠
藤
長
三
郎
分 

合
百
五
拾
石 

令
扶
助
訖
、
当
物
成
共
ニ
可
領
知
者
也
、 

慶
長
六
年 

十
月
廿
四
日

素
玄

御
判 

袖
判 

大
坪
太
郎
助
と
の
へ 

（
高
山
市
郷
土
館
所
蔵
文
書
） 

 

史
料
Ｏ

金
森
可
重
寺
領
寄
進
状
写
（
史
料
一
覧
番
号
475
） 

五
十
石

三
枝
中
切

図
書
分 

五
十
石

荒
木
東
門
前

図
書
分 

合
百
石 
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史
料
Ｉ

三
木
自
綱
判
物
写

（
史
料
一
覧
番
号
390
） 

自
綱
（
花
押
影
） 

荒
井
四
郎
右
衛
門
分
事
申
付
候
、
畑
十
俵
之
分
畑
所
有
之
、
其
外
無
異
儀
抱

置
、
諸
役
等
全
相
勤
奉
公
簡
要
也
、
仍
如
件
、 

天
正
十
年 

三
月
二
日 

小
遣 若

宮
所 

（
飛
州
志
所
載
（
小
瀬
野
氏
所
蔵
文
書
））  

史
料
Ｊ

三
木
秀
綱
判
物
写

（
史
料
一
覧
番
号
409
） 

小
七
郎
跡
職
之
儀
、
不
相
替
申
付
候
、
前
々
有
裁
許
、
諸
役
等
全
相
勤
奉
公

忠
節
簡
要
也
、
仍
如
件
、 

天
正
十
二
年 

卯
月
十
五
日

秀
綱
（
花
押
影
） 

熊
崎
彦
三
郎
と
の
へ 

（
飛
州
志
所
載
（
熊
崎
氏
所
蔵
文
書
）
）  

史
料
Ｋ

三
木
秀
綱
跡
職
安
堵
判
物
写
（
切
紙
）

（
史
料
一
覧
番
号
413
） 

弥
次
右
衛
門
跡
職
之
儀
、
不
相
替
申
付
候
、
如
前
ゝ
、
有
裁
許
諸
役
等
、
全

相
勤
奉
公
忠
節
肝
要
者
也
、
仍
如
件
、 

天
正
十
三
年 

二
月
十
五
日

秀
綱
（
花
押
影
） 

舟
坂
又
左
衛
門
と
の
へ 

（
舟
坂
文
書
）  

史
料
Ｌ

金
森
素
玄
判
物
写

（
史
料
一
覧
番
号
430
） 

以
上 

右
い
ま
ミ
在
所
壱
町
六
段
分
出
し
置
申
者
也
、 

丙

（
天
正
十
四
）

戌

金
森
法
印 

九
月
廿
二
日

素
玄

花
押 

彦
二
郎
方
へ

い
ま
ミ

 ま
い
る 
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直

（
三
木
）

頼

（
花
押
） 

河
上 名

主
百
性
中 

（
長
滝
寺
文
書
）  

史
料
Ｆ

三
木
自
綱
書
状
写
（
折
紙
）

（
史
料
一
覧
番
号
364
） 

名
字
転
任
之
儀
、
忠
節
之
筋
目
任
有
之
、
内
ゝ
其
理
令
存
知
候
、
然
間
、
弥

奉
公
之
可
抽
忠
功
之
段
、

管
（
肝
）

要
候
也
、
謹
言
、 

（
花
押
影
）

（
三
木
自
綱
）

 

天
正
弐 霜

月
十
四
日 

細
江
太
郎
左
衛
門
と
の
へ 

（
角
竹
文
庫
所
収
文
書
）  

史
料
Ｇ

三
木
自
綱
證
判
見
佐
嶋
彦
九
郎
書
状
写

（
史
料
一
覧
番
号
369
） 

御
無
心
之
義
申
付
而
、
御
同
心
畏
入
存
候
、
其
返
禮
仁

し
や
ら
野
ゝ
山
出
申
候
、

彼
之
本
文
書
相
そ
へ
候
て
、
出
申
候
上
者
、
子
ゝ
孫
ゝ
違
乱
之
義
有
間
敷
候
、

委
細
河
合
久
内
丞
殿
可
被
仰
候
、
田
中
猪
次
郎
文
書
進
候
、
恐
々
謹
言
、 

天
正
四
年
丙
子 

三
月
五
日

見
佐
嶋
彦
九
郎
（
花
押
影
） 

（
花
押
影
）

（
三
木
自
綱
）

 

（
奥
捻
封
ウ
ハ
書
）
「

彦
九
郎 

船
坂
弥
次
右
衛
門
尉
殿

見
佐
嶋 

御
宿
所

」 

（
舟
坂
文
書
）  

史
料
Ｈ

三
木
自
綱
跡
職
安
堵
判
物
写
（
折
紙
）

（
史
料
一
覧
番
号
384
） 

細
江
弥
右
衛
門
討
死
ニ
付
て
、
彼
跡
職
、
即
子
牛
に
申
付
候
、
幼
少
之
事
ニ

候
間
、
祖
父
太
郎
左
衛
門
取
立
、
牛
成
仁
之
上
、
無
異
儀
相
続
仕
、
奉
公
肝

要
也
、
仍
如
件
、 

天
正
六 

十
二
月
廿
九
日

（
花
押
影
）

（
三
木
自
綱
）

 

牛 

（
高
山
市
郷
土
館
所
蔵
文
書
） 
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史
料
Ｃ

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案

（
史
料
一
覧
番
号
132
） 

山
科
内
蔵
頭
雑
掌
申
飛
驒
国
岡
本
上
下
保
・
石
浦
郷
幷
江
名
子
・
松
橋
郷
等

事
、
被
返
付
訖
、
早
莅
彼
所
致
合
力
、
可
被
沙
汰
居
雑
掌
之
由
、
被
仰
出
候

也
、
仍
執
達
如
件
、 

文
明
三 十

月
五
日

為

（
飯
尾
）

信 
之

（
飯
尾
）

種 

姉
小
路
中
将

（
基
綱
）

家
雑
掌 

姉
小
路
左
衛
門
佐
殿 

江
馬
左
馬
助
殿 

（
山
科
家
礼
記
）  

史
料
Ｄ

三
木
直
頼
・
同
直
弘
・
同
直
綱
連
署
状
案

（
史
料
一
覧
番
号
241
） 

白
山
大
御
前
別
当
職
之
儀
、
辻
坊
就
御
沽
却
、
都
筑
小
右
衛
門
尉
令
買
徳
候
、

然
處
ニ
、
当
家
為
祈
祷
所
、
於
御
寺
内
、
執
立
院
家
一
所
、
頼
家
為
二
世
、

於
末
代
令
寄
進
之
條
、
一
宇
有
執
立
、
勤
行
等
之
儀
、
可
有
執
行
之
事

簡
（
肝
）

要

候
、
後
住
之
儀
物
、
道
雅
以
覚

語
（
悟
）

、
可
為
御
能
化
、
御
方
可
被
相
定
、
縦
雖

為
御
弟
子
替
道
行
、
不
被
達
勤
行
等
之
儀
、
於
不
法
懈
怠
者
、
御
寺
門
領
川

上
庄
押
置
、
其
理
可
申
候
、
猶
以
彼
別
当
職
者
之
儀
、
小
右
衛
門
尉
寄
進
申

上
者
、
自
他
以
不
可
有
其
妨
者
也
、
仍
為
後
日
證
状
如
件
、 

直
綱

三
木
新
介

在
判

 

天
文
七
年
戊

戌

卯
月
十
五
日

直
弘

三
木
新
左
衛
門
尉

在
判

 

直
頼

三
木
右
兵
衛
尉

在
判

 

長
滝
寺 御

院
家
住
持
様

参 

（
宝
幢
坊
文
書
）  

史
料
Ｅ

三
木
直
頼
・
同
直
弘
連
署
状
（
折
紙
）

（
史
料
一
覧
番
号
276
） 

号
公
領
長
瀧
寺
公
方
年
貢
、
不
致
進
納
候
之
由
承
候
、
近
比
曲
事
ニ
候
、
厳

重
ニ
可
致
奔
走
候
、
無
沙
汰
有
之
者
候
者
、
被
召
連
、
可
有
御
裁
許
由
令
申

候
、
其
上
於
如
在
ハ
召
放
、
別
仁
可
申
付
候
、
恐
々
謹
言
、 

天
文
十
四
乙 十

一
月
十
七
日

直

（
三
木
）

弘

（
花
押
） 

2



 

1 
 

【
関
連
史
料
】
第
３
章
４
節
関
連

〔
凡
例
〕

 

一
、
本
文
に
関
連
し
て
、
第
３
章
４
節
（
文
献
史
料
調
査―

領
主
と
し
て
の
飛
驒
の

武
家
勢
力
）
に
関
連
す
る
史
料
〔
史
料
Ａ
～
Ｑ
〕
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
飛
驒
市

内
所
在
史
料
で
原
本
調
査
を
行
っ
た
史
料
〔
史
料
Ｒ
・
Ｓ
〕
に
つ
い
て
、
概
要
・

綱
文
と
と
も
に
掲
載
す
る
（
史
料
の
写
真
は
図
版
38
・
39
に
掲
載
）
。 

一
、
典
拠
に
つ
い
て
は
史
料
の
末
に
（

）
で
示
し
て
い
る
が
、
史
料
名
下
の
「
史

料
一
覧
番
号
」
の
数
字
が
第
３
章
の
第
12
～
36
表
（
関
連
史
料
一
覧
）
の
番
号

に
対
応
す
る
た
め
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。 

一
、
全
体
的
な
史
料
の
表
記
は
典
拠
と
し
た
刊
行
物
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
写
真
帳

等
の
確
認
結
果
に
よ
っ
て
変
更
を
加
え
た
箇
所
も
あ
る
。 

一
、
常
用
漢
字
を
基
本
と
し
、
適
宜
句
読
点
や
並
列
点
を
加
え
た
。
ま
た
、
異
体
字
・

俗
字
・
変
体
仮
名
な
ど
は
常
用
漢
字
・
平
仮
名
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
特
殊
な

字
の
場
合
は
原
本
の
字
体
の
ま
ま
掲
載
し
た
。 

一
、
欠
損
・
判
読
不
能
な
箇
所
に
つ
い
て
、
字
数
が
分
か
る
も
の
は
□
で
、
字
数
が

不
明
な
も
の
は
〔

〕
で
表
記
し
た
。 

一
、
誤
字
・
脱
字
・
衍
字
・
当
て
字
等
は
推
定
可
能
な
も
の
は
（

）
で
傍
注
し
、

も
と
の
ま
ま
示
す
場
合
は
（
マ
マ
）
と
表
記
し
た
。 

一
、
年
の
表
記
が
無
い
史
料
で
、
推
定
可
能
な
も
の
は
（

）
で
傍
注
し
て
年
を
表

記
し
た
。 

一
、
上
書
・
端
裏
書
・
折
封
・
切
封
な
ど
は
、
（

）
で
傍
注
し
た
。 

史
料
Ａ

後
花
園
法
皇
院
宣
案

（
史
料
一
覧
番
号
120
・
121
） 

飛
驒
国
小
嶋
郷
神
通
河
以

面
（
西
ヵ
）

之
地
頭
職
事
、
止

□
（
之
ヵ
）

綱
押
妨
、
任
当
知
行
、

可
全
領
知
之
旨
、
武
家
下
知
之
旨
被
聞
食
了
、
不
可
有
相
違
之
由
、
院
御
気

色
所
候
也
、
仍
執
達
如
件
、 

応
仁
二
年
五
月
十
六
日

按

察

使

（
甘
露
寺
親
長
）

（
花
押
影
） 

姉
小
路
新
中
将

（
勝
言
ヵ
）

殿 

（
案
文
消
息
類
・
蝉
冕
魚
同
）  

史
料
Ｂ

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案

（
史
料
一
覧
番
号
131
） 

山
科
内
蔵
頭
雑
掌
申
飛
驒
国
岡
本
上
下
保
・
石
浦
郷
幷
江
名
子
・
松
橋
郷
両

郷
等
事
、
早
任
奉
書
之
旨
、
可
被
沙
汰
付
下
地
於
彼
雑
掌
由
、
被
仰
下
也
、

仍
執
達
如
件
、 

文
明
三
年
十
月
五
日

加
賀
守 

肥
前
守 

佐
ゝ
木
治
部
少
輔
殿 

（
山
科
家
礼
記
） 

1
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所　在　地

コード
北緯 東経 発掘期間

発掘面積 
㎡

発掘原因
市町村 遺跡番号

古
ふるかわじょうあと

川城跡
岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

飛
ひ

驒
だ

市
し

 

古
ふる

川
かわ

町
ちょ

高
うた

野
かの 21217 00201

36° 
13′ 
23″

137° 
10′ 
56″

20181012～
20181203 

20200928～
20210326

112

保存目的
調査

小
こじまじょうあと

島城跡
岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

飛
ひ

驒
だ

市
し

 

古
ふる

川
かわ

町
ちょ

太
うた

江
いえ

・杉
すぎ

崎
さき

・沼
ぬま

町
まち 21217 00164

36° 
15′ 
05″

137° 
10′ 
26″

20181101～
20181204

70

野
のぐちじょうあと

口城跡
岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

飛
ひ

驒
だ

市
し

 

古
ふる

川
かわ

町
ちょ

野
うの

口
ぐち

・袈
け

裟
さ

丸
まる 21217 00142

36° 
15′ 
49″

137° 
08′ 
29″

20190723～
20191029

90

小
こたかりじょうあと

鷹利城跡

岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

飛
ひ

驒
だ

市
し

 

古
ふるかわちょうくろうち

川町黒内・信
のぶ

包
か

、

河
かわ

合
いち

町
ょう

稲
いな

越
ごえ

21217 00146
36° 
15′ 
00″

137° 
06′ 
24″

20190825～
20191107

129

向
むかいこじまじょうあと

小島城跡
岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

飛
ひ

驒
だ

市
し

 

古
ふるかわちょうのぶか

川町信包・笹
ささ

ヶ
が

洞
ほら 21217 00147

36° 
15′ 
05″

137° 
 07′ 
 56″

20190809～
20191025

59

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

姉小路氏城館跡 
　古川城跡 
　小島城跡 
　野口城跡 
　小鷹利城跡 
　向小島城跡

城館 中世～近世

曲輪、切岸、
礎石建物、
掘立柱建物、
柵列、土塁、
畝状竪堀群、
石垣

土師器、瀬戸美濃
焼、珠洲焼、青磁、
白磁、中国製染付
磁器

各山城において、
城郭遺構が良好に
残存することを
確認し、平坦地の
造成手順・建築遺
構・石垣構造など
を確認した。

要約

　姉小路氏城館跡は、飛驒市古川町一帯に所在する古川城跡・小島城跡・野口城跡・
小鷹利城跡・向小島城跡の総称である。本報告書は、保存を目的とした文献史料調査・
測量調査・発掘調査・歴史地理調査の総括報告である。 
　発掘調査では、山上の礎石建物や掘立柱建物、虎口の石垣などを検出し、遺構も良
好に残存することを確認し、遺物の年代から中世から近世にかけての遺跡と確認する
ことができた。測量調査・文献史料調査・歴史地理調査の検討からは、飛驒国司姉小
路氏、三木氏、金森氏といった、各時期の勢力によって異なる領域支配の在り方に伴
い、姿を変えながら中世から近世にかけて使われ続けた山城であることを確認した。 
　これらのことから、姉小路氏城館跡は山城の造りに飛驒地域の支配の在り方の変遷
がよく表れている遺跡であると考えられた。加えて、その山城の構造変遷と権力・周
辺の宗教勢力・集落・街道との地理的な関係から、飛驒地域の歴史的変遷を読み解く
ことができる遺跡でもあると考えられた。
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